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 1．会社概要

【１】 事業所名、所在地及び代表者

： 株式会社 協和製作所

： 代表取締役社長　早 川　勇

： 〒933-0351 富山県高岡市四日市133-12

： 〒933-0351 富山県高岡市四日市109-19

【２】 環境責任者及び連絡先

： 業務グループ　グループ長　松田　健

： 業務グループ　グループ長　松田　健

TEL.(0766)31-6001  FAX.(0766)31-6111

【３】 生産品目

： 銑鉄鋳物製造業

建設機械･産業用ロボットの鋳物部品製造販売

工作機械･印刷機･空調機器等の鋳物部品製造・加工販売

鋳物部品輸入販売

【４】 事業規模

： １９５３年（昭和２８年）

： １億円

売 上 高 ： ６７億６千万円　　　２０２３年２月２８日

従 業 員 数 ： １２１名

床 面 積 ： １２，８６５．８㎡

設 立

資 本 金

事 業 所 名

代 表 者

ＥＡ２１推進責任者

連 絡 先

生 産 品 目 等

本社　　　　　所在地

精機工場　　　所在地
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　株式会社協和製作所は、地球環境保全の重要性の視点から、地球に

優しい事業活動を積極的に展開し、お客様に信頼され満足していただ

ける商品の提供により社会に貢献します。

継続的に取組みます。

①二酸化炭素排出量の削減。

②廃棄物の削減とリサイクル。

③水使用量の削減

④化学物質使用量の削減。

⑤製品・サービスの改善。

⑥原材料の効率的使用。

取り組みます。

情報提供を行い環境コミュニケーションを図ります。

環境経営の継続的改善を誓約する。

2023年 4月 20日

株式会社 協和製作所

　代表取締役社長　

２００７年　６月　１日　制定 ２０１９年　３月　　１日　見直し

２０１５年　５月　１日　見直し ２０２１年　４月　１９日　見直し

２０１８年　３月　１日　見直し

　　　４． 環境活動レポートを公表し、社内外に対して環境保護に関する

　　　５． 地元地域と連動した環境保護活動には積極的に参加し

２０２３年　４月　２０日　見直し

　２．環 境 経営方 針

　　　　　　《基本理念》

　　　　　　《基本方針》
　　　１．全従業員が環境負荷低減や環境改善を図るため、次の事項に

　　　２． 環境に関する法令・条例等を守り、環境負荷低減を積極的に

　　　３． 環境経営方針は、全従業員に周知する。
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３．EA21推進体制
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 ４．環境経営目標と実績

【１】目標の達成状況

　２０２２年の目標と実績は以下のとおりです。

2020(R2) 2022(R4) 2022(R4)

基準年 目　標 実績

億円 　

売上高 41 51.5 67.6

経常利益 2.5 2.8 2.8 ○
CO₂総排出量 （t-CO₂/月） 951.3 1,196.1 1,074.8

総排出量（年間） 11,416 14,353 12,897

CO₂排出量を原単位 （t-CO₂)/社内生産ｔ 0.968 0.938 0.923

当たり削減 　  (0%)

消費電力量を原単位 kWh/社内生産ｔ 1.430 1.419 1.392

当たり削減①  (0.77%)

軽油を原単位 ﾘｯﾄﾙ/社内生産ｔ 2.764 2.764 2.588

当たり削減②  (0%)

ガソリンを原単位 ﾘｯﾄﾙ/社内生産ｔ 0.438 0.438 0.365

当たり削減③ 　  (0%)

　

灯油を原単位 ﾘｯﾄﾙ/社内生産ｔ 0.161 0.161 0.088

当たり削減④  (0%)

水資源投入量を ㎥/社内生産ｔ 0.999 0.849 0.899

原単位当たり削減⑤  (15%)

化学物質使用量の (kg)/社内生産ｔ 0.345 0.432 0.408

原単位当たり削減⑥  (△25%)

製品・サービス改善として ％ 4.86 5.00 4.84
総不良率の低減に取り組む  (△2.9%)
（①～⑦の低減に寄与）

可燃ごみを原単位 (kg)/社内生産ｔ 0.342 0.279 0.266

当たり削減⑦ 　  (18.4%) 　

廃砂量を原単位 (t)/社内生産ｔ 0.347 0.347 0.359

当たり削減 　  (0%) 　

2020年度の二酸化炭素排出係数：0.630kg-CO₂/kWh(H30年度係数）［調整後排出係数］

排
出
量
削
減

〇

　
×

〇

〇

〇

二
酸
化
炭
素
排
出
削
減

〇

水
資
源
削
減

サ
ー

ビ
ス

改
善

〇

化
学
物
質

削
減

〇

〇

×

2022年度から原単位を売上高から社内生産量に変更。

目標項目 単　位 評　価

〇

事
業
計
画

○
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 ４．環境経営目標と実績

【１】目標の達成状況

中期目標は以下のとおりです。
　２０２０年度の実績に基き、中期目標は下記の通りとします。(目標は精機工場を含む実績で記載）

 なお、原単位は社内生産量を分母とした目標にする。（社内でのＣO₂排出量を明確化する）

中期目標

2020年(R2) 2021年(R3) 2022年(R4) 2023年(R5) 今後の

(基準年） 実績 目　標 目　標 方向性

　 営業G 目標　50.0　 　 　

売上高 億円 41.0 58.3 51.5 53.0

経常利益 2.5 1.8 2.8 2.9

CO₂総排出量 製造G （t-CO₂)/月 951.3 1,096 1,196.1 1,231

設備 総排出量（年間） 11,416 13,149 14,353 14,771

CO₂排出量を原単位 製造G 0.968 0.938 0.938

当たり削減 設備 　  
 (3.1%)

消費電力量を原単位 製造G 1.430 1.419 1.416

当たり削減① 設備  
 (1.0%)

軽油を原単位 製造G 2.764 2.699 2.764 2.764

当たり削減② 加工 　  (0%)  (0%)

　 品証 　 　

ガソリンを原単位 営業G 0.438 0.333 0.438 0.243

当たり削減③ 　   (0%)  (55.48％)

灯油を原単位 製造G 0.161 0.082 0.161 0.161

当たり削減④   (0%)  (0%)

水資源投入量を原単位 製造G 0.999 0.847 0.849 0.849

当たり削減⑤ KDM,FP   (15%)  (15%)

化学物質使用量の 製造G 0.345 0.433 0.432 0.432

原単位当たり削減⑥ FP   (△25%)  (△25%)

製品・サービス改善として 全製造G ％ 4.86 目標　5.5 5.00 4.80
総不良率の低減に取り組む （基準年比） 5.63  (△2.9%)  (1.3%)
（①～⑦の低減に寄与）

可燃ごみを原単位 業務G 0.342 0.279 0.279 0.279

当たり削減⑦   (18.4%)  (18.4%)

廃砂量を原単位 業務G 0.347 0.354 0.347 0.347

当たり削減   (0%)  (0%)

（2020年実績0.630kg-CO₂/kWhを基準に記載。 ※1　2023年度のガソリン原単位目標をコロナの影響が少なくなった
社内生産量（KDM+FP） 　　　2022.10～2023.2の役員車を除いた実績平均を目標とした。

0.938
（3.1％）(ｔ-CO₂)/社内生産（t

1.419
（0.77％）

ﾘｯﾄﾙ/社内生産（ｔ

廃砂のリサイクル使
用量の増加

生産性の向上と不良
率を5.0％以下にす
る

労働環境改善（時間
外、年間稼働日数の
削減）

(t)/社内生産（ｔ

２０２２年改訂

2023年は役員車を除
いた目標に変更。
※1

不良率を5.0％以下
にする

塗装品を増加させ付
加価値を高めていく

リサイクルの活用と
資源使用効率向上排

出
量
削
減

化
学
物
質

削
減

サ
ー

ビ
ス

改
善

精機工場も含めﾘﾌﾄの
効率的な運用を行う。
（工場ﾚｲｱｳﾄの見直
し）

中期計画に沿って着
実に売上を増加させ
ていく。

不良率を引続き
5.0％以下にする

設備の自動化や設備稼
働状況の見える化を進
め、精算性の効率を高
める。

2022年度からは、実態
をより反映させるため
社内生産量を原単位と
する。

kWh/社内生産(ｔ

目標項目 単　位

事
業
計
画

責任者

二
酸
化
炭
素
排
出
削
減

水
資
源
削
減

ﾘｯﾄﾙ/社内生産（ｔ

ﾘｯﾄﾙ/社内生産（ｔ

㎥/社内生産（ｔ

(kg)/社内生産（ｔ

(kg)/社内生産（ｔ
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 ５．環境経営活動への取組と評価（結果と今後の方向）

事業計画
売上高：41.0億円→51.5億円 　結果  売上：67.6億円　目標達成
経常利益2.5億円→2.8億円 経常：3.5億円　 目標達成

今年度も期初は新型コロナによる変異株の拡大で影響があったものの
売上はV字回復しただけでなく、史上最高の売上高を記録した。
　

11,416ｔ-CO₂→14,353ｔ-CO₂ 　結果 　12,897ｔ-CO₂　目標達成

今年度もCO₂排出量の95%が電気使用量で占めた。中でも主要因である電気炉が
全て省エネ型となったことや注湯の待ち時間も減り
効率化が図られ原単位としての電気使用量が低減した。

 CO₂排出量を原単位当たり2020年度（基準年）比
0.968ｔ-CO₂/社内生産ｔ→0.938ｔ-CO₂/社内生産ｔ 結果 　0.923ｔ-CO₂/社内生産ｔ 目標達成

今期は不良率も減少したことから各ラインの効率UPや
溶解ポット用蓋を細目に活用したことで、熱効率が向上し
消費電力の削減につながった。また、エアｰ漏れ削減のため
新たにﾊﾞﾙﾌﾞを付けて元でｴｱｰをｽﾄｯﾌﾟするようにした。

消費電力量を原単位当たり2020年度（基準年）比
1.430kWh/社内生産ｔ→1.419kWh/社内生産ｔ 　結果 　1.392kWh/社内生産ｔ　目標達成

① エア漏れを少なくするため、エアバルブを設け
低減をはかった。

② エアコン簡易定期点検実施・ﾌｨﾙﾀｰ清掃実施
　 　

③ 工場内等LED化 　
　 　 　 　

④ 設備状況の見える化やIOTの導入でラインの大停止削減に繋がり
効率向上。残業も削減できた。

（評価）
今期も、新型コロナの反動もあり受注が旺盛で
各ラインともフル稼働となったことから
効率よく稼働され目標達成となった。

（評価）

【３】

 

【２】

【１】 CO₂総排出量（年間）を2020年度（基準年）比

（評価）

（評価）
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 ５．環境経営活動への取組と評価（結果と今後の方向）

軽油を原単位当たり2020年度（基準年）比
2.764㍑/社内生産ｔ→2.764㍑/社内生産ｔ 結果 　2.588㍑/社内生産ｔ　目標達成

・ 今年度は冬場でのショベルローダーの使用頻度が積雪がなかったため、減少となった。
また、トラックを準中型車（従来：中型）導入により更に燃費向上。目標達成
　

（評価） 今期は、効率よくリフトの運用ができたことや
大雪もなくショベルローダーの使用頻度が少なくなったことから
目標達成となった。
また、後半に4ｔ中型から準中型ﾄﾗｯｸを導入し燃費向上。

ガソリンを原単位当たり2020年度（基準年）比
0.438㍑/社内生産ｔ→0.438㍑/社内生産ｔ 結果 0.365㍑/社内生産ｔ　目標達成

・昨年に続き前期はコロナによる活動の自粛があったものの後期には再開。

（評価） 　今期後半には感染防止のため、車での営業活動が活発化。
しかしながら前半の営業活動自粛やエコ運転により目標達成。

灯油を原単位当たり2020年度（基準年）比  
0.161㍑/社内生産ｔ→0.161㍑/社内生産ｔ 結果 0.088㍑/社内生産ｔ　目標達成

今期は、不良率も前年対比は削減。、効率よく生産できたことで
　　残業時間が減り目標達成となった。

水資源投入量を原単位当たり2020年度（基準年）比  
0.999㍑/社内生産ｔ→0.849㍑/社内生産ｔ 結果 0.899㍑/社内生産ｔ　目標未達

・水漏れ箇所改善の実施。

社屋の増築工事による水使用も多かったことが要因。

化学物質使用量を原単位当たり2020年度（基準年）比  
0.345kg/社内生産ｔ→0.432kg/社内生産ｔ 結果 0.408kg/社内生産ｔ　目標達成

・売上に対する塗装製品割合が少なかったことが要因

売上に対する塗装付商品比率が高くなる月もあったが全体として効率化を進め目標達成。
　

 

【５】  

【４】

（評価）

なお、来期は会社の営業活動に絞って活動改善したく役員車を除いて目標設定する。

（評価）

【７】

【８】

【６】

（評価）

ことが主要因。
検査場の大型ストーブの使用を取りやめを継続し電気に切り替えた
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 ５．環境活動への取組と評価（結果と今後の方向）

製品・サービス改善として総不良率を2020年度（基準年）比 　
4.86％→5.00％ 結果 4.84％　目標達成

・今期はワースト品の不良対策が進んだ。
・技術Tで不良低減するため本質的な原因の解決
　（FP：ワースト品の改善　KDM：打痕、砂ｶﾐの改善）

（評価）　ワースト不良対策品の改善や砂の状態分析、技術グループとの
共同で方案の改善が上手くいき達成した。
ただ、FPでは、人の入替が多く人的不良になったケースが目立った。
今後は、動画作成で初心者にも作業方法を分かり易くし改善をはかる。

　
可燃ごみを原単位当たり2020年度（基準年）比  

0.342㎏/社内生産ｔ→0.279㎏/社内生産ｔ 結果 0.266㎏/社内生産ｔ　目標達成
・廃棄物分別回収の徹底。
・従来以上にリサイクルできる紙、ダンボール等を分別し一般ごみを削減。
　

（評価）　ゴミの分別回収や海外梱包品のﾊﾟﾚﾃｨｰﾅ化が進み、目標達成となった。

廃砂量を原単位当り2020年度（基準年）比
0.347ｔ/社内生産ｔ→0.347ｔ/社内生産ｔ

・中子を必要とする製品が多く中子砂が増加したことやｼｮｯﾄからでる
　鉄分の多い砂を不良対策のため除去した廃砂は増加し未達となった。

（評価）　
今期は中子砂の増加等の理由で未達となったが、現在、廃砂を分別しリサイクルが
可能かリサイクル業者に相談中。
　

結果 0.359ｔ/社内生産ｔ　目標未達
【11】

【10】

【９】
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 ５．環境活動への取組と評価（結果と今後の方向）

その他（社会貢献）　　　　　　「地域社会との共存共栄を目指す」

　

①交通安全運動
歩道の安全な通学指導の実施。（2回/年）

　

その他（環境改善）

　　　　②実習生による休日を利用した清掃ボランティア（寮周辺道路）  

　 　
　

その他（社会貢献）　　　　　　「地域社会との共存共栄を目指す」
 　
 　
 　

　 　
　

9/26～9/30 1/11「高岡愛育園へ餅2箱分寄附」
「14歳の挑戦」2名受入

【15】 その他（BCP)
災害に備えたBCP対策について自社分析を行い

中小機構（中部経済産業局）より認定を受ける。

　

【12】

【13】
　　　　①工場外及び周辺道路のゴミ拾い（毎月）

【14】

　　　　　　　

「事業継続力強化計画」を申請。
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2022(R4)年度 環境経営目標取組計画書及び実績書 　
作成日：
変更日：  
確認日：  　

目標達成手段
（環境活動計画） 3 判定 4 判定 5 判定 6 判定 7 判定 8 判定 9 判定 10 判定 11 判定 12 判定 1 判定 2 判定

目標 429.16 429.16 429.16 429.16 429.16 429.16 429.16 429.16 429.16 429.16 429.16 429.16 営業Ｇ
Ｗebを活用した商談を増やす 単月 実績 558.884 ○ 564.282 ○ 523.786 ○ 617.669 ○ 555.356 ○ 562.971 ○ 597.115 ○ 563.514 ○ 557.666 ○ 608.291 ○ 552.099 ○ 499.967 × 　
（月間60社以上の面談） 通年 実績 558.884 ○ 1123.166 ○ 1646.952 ○ 2264.621 ○ 2819.977 ○ 3382.948 ○ 3980.061 ○ 4543.575 ○ 5101.241 ○ 5708.565 ○ 6260.664 ○ 6760.631 ○

CO₂総排出量の削減 ・製造ﾗｲﾝ停止時間の削減 目標 1,196.1 1,196.1 1,196.1 1,196.1 1,196.1 1,196.1 1,196.1 1,196.1 1,196.1 1,196.1 1,196.1 1,196.1 製造Ｇ
　2020年度（基準年）比 ・不良率の削減 単月 実績 1157.487 ○ 1128.059 ○ 993.215 ○ 1151.838 ○ 1109.706 ○ 1104.342 ○ 1094.573 ○ 1051.782 ○ 1113.300 ○ 971.503 ○ 1003.982 ○ 1017.643 ○ 設備
11,416→14,353ｔ(1,196.1ｔ/月) ・ｴｱｺﾝ簡易点検とﾌﾙﾀｰ清掃 通年 実績 1157.487 ○ 2285.545 ○ 3278.760 ○ 4430.598 ○ 5540.304 ○ 6644.647 ○ 7739.220 ○ 8791.002 ○ 9904.302 ○ 10875.805 ○ 11879.786 ○ 12897.429 ○ 加工Ｇ
10％増　15,788ｔ ・湯待ち時間の低減                        
CO₂排出量を原単位当たり ・製造ﾗｲﾝ停止時間の削減 目標 0.938 0.938 0.938 0.938 0.938 　 0.938 0.938 0.938 0.938 0.938 0.938 0.938 製造Ｇ

　 　2020年度（基準年）比 ・不良率の削減 単月 実績 0.944 × 0.917 ○ 0.897 ○ 0.921 ○ 0.942 × 0.927 ○ 0.920 ○ 0.921 ○ 0.905 ○ 0.928 ○ 0.926 ○ 0.926 ○ 設備
0.968→0.938（t-ＣO₂/社内生産t） ・電気炉の効率的な運用 通年 実績 0.944 × 0.930 ○ 0.920 ○ 0.920 ○ 0.925 ○ 0.925 ○ 0.924 ○ 0.924 ○ 0.922 ○ 0.922 ○ 0.923 ○ 0.923 ○
10％増 1.0318/㎏ 　 重点実施事項

①消費電力量を原単位当たり ・製造ﾗｲﾝ停止時間の削減 目標 1.419 1.419 1.419 1.419 1.419 1.419 1.419 1.419 1.419 1.419 1.419 1.419 製造Ｇ
二 　2020年度（基準年）比 ・不良率の削減 単月 実績 1.426 × 1.383 ○ 1.352 ○ 1.390 ○ 1.426 × 1.405 ○ 1.389 ○ 1.384 ○ 1.366 ○ 1.395 ○ 1.401 ○ 1.391 ○ 設備
酸 1.430→1.419（kWh/社内生産t） ・こまめな節電活動とLED化 通年 実績 1.426 × 1.405 ○ 1.388 ○ 1.389 ○ 1.396 ○ 1.397 ○ 1.396 ○ 1.395 ○ 1.391 ○ 1.392 ○ 1.393 ○ 1.392 ○ 加工Ｇ
炭 ・ｴｱｺﾝ簡易点検とﾌﾙﾀｰ清掃 重点実施事項 　 　 　 　 　 　  

炭 10％増 1.561ｋWh/㎏ 　 　 　

素 ②軽油の原単位の削減 ・新しいﾘﾌﾄの導入 目標 2.764 2.764 2.764 2.764 2.764 2.764 2.764 2.764 2.764 2.764 2.764 2.764 製造Ｇ
排 　2020年度（基準年）比 ・効率的なﾘﾌﾄ運行 単月 実績 2.362 ○ 2.702 ○ 3.026 × 2.690 ○ 2.535 ○ 2.210 ○ 2.764 × 2.610 ○ 2.254 ○ 2.869 × 2.411 ○ 2.691 ○ 品証Ｇ
出   2.764→2.764（㍑/社内生産ｔ） 通年 実績 2.362 ○ 2.532 ○ 2.685 ○ 2.687 ○ 2.657 ○ 2.583 ○ 2.608 ○ 2.609 ○ 2.568 ○ 2.595 ○ 2.579 ○ 2.588 ○ 加工Ｇ
削 10％増 3.040㍑/ｔ 重点実施事項 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
減 ③ガソリンを原単位当たり削減 ・ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄ車の導入 目標 0.438 0.438 0.438 0.438 0.438 0.438 0.438 0.438 0.438 0.438 0.438 0.438 営業Ｇ

　2020年度（基準年）比 ・公共交通機関の利用 単月 実績 0.253 ○ 0.339 ○ 0.204 ○ 0.392 ○ 0.330 ○ 0.296 ○ 0.354 ○ 0.513 × 0.382 ○ 0.397 ○ 0.499 × 0.433 ○ 業務G
  0.438→0.438（㍑/社内生産ｔ） （ｺﾛﾅ鎮静化後） 通年 実績 0.253 ○ 0.296 ○ 0.267 ○ 0.300 ○ 0.306 ○ 0.304 ○ 0.311 ○ 0.335 ○ 0.341 ○ 0.346 ○ 0.359 ○ 0.365 ○
10％増 0.482㍑/ｔ 重点実施事項 　 ○ﾀｲﾔ空気圧ﾁｪｯｸ ○ﾀｲﾔ空気圧ﾁｪｯｸ  ○ﾀｲﾔ空気圧ﾁｪｯｸ

④灯油を原単位当たり削減 ・石油ｽﾄｰﾌﾞの削減 目標 0.161 0.161 0.161 0.161 0.161 0.161 0.161 0.161 0.161 0.161 0.161 0.161 製造Ｇ
　2020年度（基準年）比 単月 実績 0.110 ○ 0.114 ○ 0.131 ○ 0.112 ○ 0.000 ○ 0.130 ○ 0.000 ○ 0.105 ○ 0.126 ○ 0.091 ○ 0.000 ○ 0.127 ○  
  0.161→0.161（㍑/社内生産ｔ） 通年 実績 0.110 ○ 0.112 ○ 0.118 ○ 0.116 ○ 0.093 ○ 0.100 ○ 0.086 ○ 0.088 ○ 0.092 ○ 0.092 ○ 0.084 ○ 0.088 ○
10％増 0.177㍑/ｔ 重点実施事項 　 ○ｳｫｰﾑﾋﾞｽﾞ教育

水 ⑤水資源投入量を ・水漏れ箇所の点検実施し 目標 0.849 0.849 0.849 0.849 0.849 0.849 0.849 0.849 0.849 0.849 0.849 0.849 製造Ｇ
資 　　　原単位当たり削減 　改善を図る 単月 実績 0.813 ○ 0.788 ○ 0.800 ○ 0.925 × 0.994 × 0.976 × 0.984 × 0.980 × 0.889 × 0.933 × 0.881 × 0.821 ○ KDM・FP
源 通年 実績 1.813 ○ 0.801 ○ 0.800 ○ 0.833 ○ 0.865 × 0.883 × 0.897 × 0.907 × 0.905 × 0.908 × 0.906 × 0.899 ×
削   0.999→0.849（㎥/社内生産ｔ） 重点実施事項 　 　 　
減 10％増 0.934㎥/ｔ 　

化　 ⑥化学物質使用量を原単位当たり削減・塗装品の受注を監視 目標 0.432 0.432 0.432 0.432 0.432 0.432 0.432 0.432 0.432 0.432 0.432 0.432 製造Ｇ
学　 　2020年度（基準年）比 単月 実績 0.410 ○ 0.442 × 0.288 ○ 0.432 ○ 0.399 ○ 0.319 ○ 0.327 ○ 0.490 × 0.392 ○ 0.521 × 0.419 ○ 0.469 × FP
物削   0.345→0.432（kg/社内生産ｔ） 通年 実績 0.410 ○ 0.426 ○ 0.383 ○ 0.395 ○ 0.396 ○ 0.383 ○ 0.375 ○ 0.389 ○ 0.389 ○ 0.401 ○ 0.403 ○ 0.408 ○
質減 10％増 0.475kg/ｔ 実施事項

製 サ 製品・ｻｰﾋﾞｽ改善として ・不良ﾜｰｽﾄ品の潰し込み 目標 5.000 5.000 5.000 5.000 5.000 5.000 5.000 5.000 5.000 5.000 5.000 5.000 製造Ｇ
品 ｜ 　総不良率の低減 （真の原因究明と改善） 単月 実績 4.800 ○ 4.650 ○ 3.910 ○ 4.790 ○ 5.120 × 5.080 × 5.150 × 5.660 × 5.460 ○ 4.920 ○ 4.340 ○ 4.130 ○ 　
   ビ 　2020年度（基準年）比 ・海外委託品の監視強化 通年 実績 4.800 ○ 4.730 ○ 4.460 ○ 4.540 ○ 4.660 ○ 4.730 ○ 4.790 ○ 4.900 ○ 4.960 ○ 4.960 ○ 4.900 ○ 4.840 ○
改 ス   4.86→5.00％ 重点実施事項

善 　 ①～⑦を軽減する

⑦可燃ごみを原単位当たり削減 ・紙、ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙを分別し 目標 0.279 0.279 0.279 0.279 0.279 0.279 0.279 0.279 0.279 0.279 0.279 0.279 業務Ｇ
排 　2020年度（基準年）比 　ﾘｻｲｸﾙ活用（業者委託） 単月 実績 0.269 ○ 0.236 ○ 0.352 × 0.243 ○ 0.212 ○ 0.235 ○ 0.261 ○ 0.201 ○ 0.276 ○ 0.248 ○ 0.388 × 0.282 ×
出 　0.342→0.279（kg/社内生産ｔ） ・海外梱包品のﾊﾟﾚﾃｨｰﾅ利用 通年 実績 0.269 ○ 0.252 ○ 0.283 × 0.274 ○ 0.261 ○ 0.257 ○ 0.257 ○ 0.251 ○ 0.254 ○ 0.253 ○ 0.265 ○ 0.266 ○
量 10％増 0.307kg/ｔ 　促進 実施事項 ○ｺﾞﾐ分別確認 ○ｺﾞﾐ分別確認 ○ｺﾞﾐ分別確認 ○ｺﾞﾐ分別確認 ○ｺﾞﾐ分別確認 ○ｺﾞﾐ分別確認 ○ｺﾞﾐ分別確認 ○ｺﾞﾐ分別確認 ○ｺﾞﾐ分別確認 ○ｺﾞﾐ分別確認 ○ｺﾞﾐ分別確認 ○ｺﾞﾐ分別確認

削 廃砂排出量を原単位当たり削減 ・再利用可能な廃砂の選別 目標 0.347 0.347 0.347 0.347 0.347 0.347 0.347 0.347 0.347 0.347 0.347 0.347 業務Ｇ
減 　2020年度（基準年）比 　 単月 実績 0.361 × 0.343 ○ 0.352 × 0.350 × 0.388 × 0.331 ○ 0.370 × 0.370 × 0.356 × 0.395 × 0.328 ○ 0.370 ×

　0.347→0.347（t/社内生産ｔ） 通年 実績 0.361 × 0.352 × 0.352 × 0.351 × 0.359 × 0.354 × 0.356 × 0.358 × 0.358 × 0.361 × 0.358 × 0.359 ×
10％増 0.3817t/ｔ 重点実施事項 　 　 　 　 　 　 　 　 　

社会貢献 3/23 　 4/19 　 5/23 　 6/20 　 7/18 　 8/22 　 9/13 　 10/25 　 11/21 　 - 　 - 　 2/14 　

届出 PRTR他　届出対象物の管理  　  6/3産廃：市 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

2020年度の二酸化炭素排出係数：0.630kg-CO₂/kWh(H30年度係数）［調整後排出係数］ ●:計画通り実施　、　×：未実施、未達成
通年目標値より10％超となった場合は、是正監視する。 ■：計画外実施
社内生産量（KDMﾗｲﾝ+FPﾗｲﾝ）

社内)3, 委）3

●ｴｱｺﾝ簡易点検 ●ｴｱｺﾝ簡易点検

　

社内)3, 委）3

5/30(産廃：県）

社内)3, 委）3 社内)3, 委）3 社内)3, 委）3 社内)3, 委）3 社内)3, 委）3

　

事

業

計

画
売上高(百万円）

目標　5,150百万円

2022年3月4日

社内)3, 委）3 社内)3, 委）3 社内)3, 委）3 社内)3, 委）3 社内)3, 委）3

合計排出量

環境
目的

環境目標
取組スケジュール及び実績

責任者
最終
結果

○

○

○

○

　 　

○ﾌｨﾙﾀｰ清掃 ●ﾌｨﾙﾀｰ清掃

○

●ｴｱｺﾝ簡易点検 ●ｴｱｺﾝ簡易点検

　 ●ﾌｨﾙﾀｰ清掃

　 　 　 　

○浄化槽点検

　

　

1.298 　 　

　○ﾜｰｽﾄ品対策 　○ﾜｰｽﾄ品対策 　○ﾜｰｽﾄ品対策 　○ﾜｰｽﾄ品対策 　○ﾜｰｽﾄ品対策

　

　○ﾜｰｽﾄ品対策

毎月　職場毎　ゴミ拾い　当番制にて実施

　○ﾜｰｽﾄ品対策 　○ﾜｰｽﾄ品対策 　○ﾜｰｽﾄ品対策 　○ﾜｰｽﾄ品対策 　○ﾜｰｽﾄ品対策 　○ﾜｰｽﾄ品対策

×

○

○

×

○

○

○

確認欄 変更承認欄 承認欄 事務局 部門長 担当者

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

部門名： 全体部門名： 全体部門名： 全体部門名： 全体部門名： 全体部門名： 全体部門名： 全体部門名： 全体

６ 次年度取組

部門名： 全体部門名： 全体部門名： 全体
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2023(R5)年度 環境経営目標取組計画書及び実績書
作成日： 2023年  3月 10日
変更日：     年   月  日      
確認日：     年   月  日 　

目標達成手段
（環境活動計画） 3 判定 4 判定 5 判定 6 判定 7 判定 8 判定 9 判定 10 判定 11 判定 12 判定 1 判定 2 判定

目標 441.67 441.67 441.67 441.67 441.67 441.67 441.67 441.67 441.67 441.67 441.67 441.67 営業Ｇ
Ｗebを活用した商談を増やす単月 実績                         　
（月間60社以上の面談） 通年 実績                         

CO₂総排出量の削減 ・製造ﾗｲﾝ停止時間の削減 目標 1,230.9 1,230.9 1,230.9 1,230.9 1,230.9 1,230.9 1,230.9 1,230.9 1,230.9 1,230.9 1,230.9 1,230.9 製造Ｇ
　2020年度（基準年）比 ・不良率の削減 単月 実績                         設備
11,416→14,771ｔ(1,230.9ｔ/月) ・ｴｱｺﾝ簡易点検とﾌﾙﾀｰ清掃 通年 実績                         加工Ｇ
10％増　16,248ｔ ・湯待ち時間の低減                         
CO₂排出量を原単位当たり ・製造ﾗｲﾝ停止時間の削減 目標 0.938 0.938 0.938 0.938 0.938 　 0.938 0.938 0.938 0.938 0.938 0.938 0.938 製造Ｇ

　 　2020年度（基準年）比 ・不良率の削減 単月 実績 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 設備
0.968→0.938（ｔ-ＣO₂/社内生産ｔ） ・電気炉の効率的な運用 通年 実績 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
10％増 1.0318/ｔ 　 重点実施事項

①消費電力量を原単位当たり ・製造ﾗｲﾝ停止時間の削減 目標 1.416 1.416 1.416 1.416 1.416 1.416 1.416 1.416 1.416 1.416 1.416 1.416 製造Ｇ
二 　2020年度（基準年）比 ・不良率の削減 単月 実績 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 設備
酸 1.430→1.416（kWh/社内生産ｔ） ・こまめな節電活動とLED化 通年 実績 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 加工Ｇ
炭 ・ｴｱｺﾝ簡易点検とﾌﾙﾀｰ清掃 重点実施事項 　 　 　 　 　 　  

炭 10％増 1.5576ｋWh/ｔ 　 　 　

素 ②軽油の原単位の削減 ・新しいﾘﾌﾄの導入 目標 2.764 2.764 2.764 2.764 2.764 2.764 2.764 2.764 2.764 2.764 2.764 2.764 製造Ｇ
排 　2020年度（基準年）比 ・効率的なﾘﾌﾄ運行 単月 実績 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 品証Ｇ
出   2.764→2.764（㍑/社内生産ｔ） 通年 実績 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 加工Ｇ
削 10％増 3.040㍑/ｔ 重点実施事項 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
減 ③ガソリンを原単位当たり削減 ・ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄ車の導入 目標 0.243 0.243 0.243 0.243 0.243 0.243 0.243 0.243 0.243 0.243 0.243 0.243 営業Ｇ

　2020年度（基準年）比 ・公共交通機関の利用 単月 実績 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 業務G
  0.438→0.243（㍑/社内生産ｔ） （ｺﾛﾅ鎮静化後） 通年 実績 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
10％増 0.268㍑/ｔ 重点実施事項 　 ○ﾀｲﾔ空気圧ﾁｪｯｸ ○ﾀｲﾔ空気圧ﾁｪｯｸ  ○ﾀｲﾔ空気圧ﾁｪｯｸ

④灯油を原単位当たり削減 ・石油ｽﾄｰﾌﾞの削減 目標 0.161 0.161 0.161 0.161 0.161 0.161 0.161 0.161 0.161 0.161 0.161 0.161 製造Ｇ
　2020年度（基準年）比 単月 実績 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
  0.161→0.161（㍑/社内生産ｔ） 通年 実績 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
10％増 0.177㍑/ｔ 重点実施事項 　 ○ｳｫｰﾑﾋﾞｽﾞ教育

水 ⑤水資源投入量を ・水漏れ箇所の点検実施し 目標 0.849 0.849 0.849 0.849 0.849 0.849 0.849 0.849 0.849 0.849 0.849 0.849 製造Ｇ
資 　　　原単位当たり削減 　改善を図る 単月 実績 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 KDM・FP
源 通年 実績 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
削   0.999→0.849（㎥/社内生産ｔ） 重点実施事項 　 　 　
減 10％増 0.934㎥/ｔ 　

化　 ⑥化学物質使用量を原単位当たり削減・塗装品の受注を監視 目標 0.432 0.432 0.432 0.432 0.432 0.432 0.432 0.432 0.432 0.432 0.432 0.432 製造Ｇ
学　 　2020年度（基準年）比 単月 実績 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 FP
物削   0.345→0.432（kg/社内生産ｔ） 通年 実績 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
質減 10％増 0.475kg/ｔ 実施事項
製 サ 製品・ｻｰﾋﾞｽ改善として ・不良ﾜｰｽﾄ品の潰し込み 目標 4.800 4.800 4.800 4.800 4.800 4.800 4.800 4.800 4.800 4.800 4.800 4.800 製造Ｇ
品 ｜ 　総不良率の低減 （真の原因究明と改善） 単月 実績 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
   ビ 　2020年度（基準年）比 ・海外委託品の監視強化 通年 実績 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
改 ス   4.86→4.80％ 重点実施事項
善 　 ①～⑦を軽減する F), K), 委） F), K), 委） F), K), 委） F), K), 委） F), K), 委） F), K), 委） F), K), 委） F), K), 委） F), K), 委） F), K), 委） F), K), 委） F), K), 委）

⑦可燃ごみを原単位当たり削減 ・紙、ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙを分別し 目標 0.279 0.279 0.279 0.279 0.279 0.279 0.279 0.279 0.279 0.279 0.279 0.279 業務Ｇ
排 　2020年度（基準年）比 　ﾘｻｲｸﾙ活用（業者委託） 単月 実績 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
出 　0.342→0.279（kg/社内生産ｔ） ・海外梱包品のﾊﾟﾚﾃｨｰﾅ利用 通年 実績 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
量 10％増 0.307kg/ｔ 　促進 実施事項 ○ｺﾞﾐ分別確認 ○ｺﾞﾐ分別確認 ○ｺﾞﾐ分別確認 ○ｺﾞﾐ分別確認 ○ｺﾞﾐ分別確認 ○ｺﾞﾐ分別確認 ○ｺﾞﾐ分別確認 ○ｺﾞﾐ分別確認 ○ｺﾞﾐ分別確認 ○ｺﾞﾐ分別確認 ○ｺﾞﾐ分別確認 ○ｺﾞﾐ分別確認

削 廃砂排出量を原単位当たり削減 ・再利用可能な廃砂の選別 目標 0.347 0.347 0.347 0.347 0.347 0.347 0.347 0.347 0.347 0.347 0.347 0.347 業務Ｇ
減 　2020年度（基準年）比 　 単月 実績 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　0.347→0.347（t/社内生産ｔ） 通年 実績 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
10％増 0.317t/ｔ 重点実施事項 　 　 　 　 　 　 　 　 　

社会貢献 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

届出 PRTR他　届出対象物の管理  　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

2020年度の二酸化炭素排出係数：0.630kg-CO₂/kWh(H30年度係数）［調整後排出係数］ ●:計画通り実施　、　×：未実施、未達成
通年目標値より10％超となった場合は、是正監視する。 ■：計画外実施
社内生産量（KDMﾗｲﾝ+FPﾗｲﾝ）

毎月　職場毎　ゴミ拾い　当番制にて実施

　○ﾜｰｽﾄ品対策

　 　

　○ﾜｰｽﾄ品対策 　○ﾜｰｽﾄ品対策 　○ﾜｰｽﾄ品対策　○ﾜｰｽﾄ品対策

　 　 　

　○ﾜｰｽﾄ品対策

○浄化槽点検

　○ﾜｰｽﾄ品対策 　○ﾜｰｽﾄ品対策

　　

　

　

　

　○ﾜｰｽﾄ品対策 　○ﾜｰｽﾄ品対策

責任者
最終
結果

　

合計排出量

○ｴｱｺﾝ簡易点検 ○ｴｱｺﾝ簡易点検○ｴｱｺﾝ簡易点検 ○ｴｱｺﾝ簡易点検

環境
目的

環境目標
取組スケジュール及び実績

事

業

計

画
売上高(百万円）

目標　5,300百万円

　 ○ﾌｨﾙﾀｰ清掃 　 ○ﾌｨﾙﾀｰ清掃 ○ﾌｨﾙﾀｰ清掃

　　 　 1.298

　
　

　 　

　○ﾜｰｽﾄ品対策 　○ﾜｰｽﾄ品対策

　

　

　

　

　

　

部門名： 全体

６ ２０２３年度取組

部門名： 全体部門名： 全体

確認欄 変更承認欄 承認欄 事務局 部門長 担当者

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

部門名： 全体
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 ７．環境関連法規制等の遵守状況

環境関連法規の遵守状況は、２０２３年２月２８日に確認しました。

その結果は、下表のとおりでした。

　①　消防法 　危険物保管倉庫等

　②　騒音規制法 　コンプレッサー、集塵機、鋳造設備

　③　大気汚染防止法 　高周波誘導炉、集塵機

　④　ＰＲＴＲ法 　化学物質

　⑤　エネルギーの使用の合理化に 　第１種エネルギー管理指定工場

　　　関する法律

　⑥　廃棄物処理法 　産業廃棄物等

　⑦　浄化槽法 　浄化槽

　⑧　労働安全衛生法 　RCF

　⑨　フロン排出抑制法 　業務用エアコン等

　　環境関連法規制等の遵守状況を評価した結果、違反はありませんでした。

　　また、創業以来、違反や訴訟もありません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

適用される法規制 適用される施設等
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 ８．代表者による環境経営マネジメントレビュー

報告（環境管理責任者）

売上高50億円　 　

経常利益2.7億円

変更の必要性：　　　有　　　　　無

⑩CO₂排出量削減

変更の必要性：　　　有　　　　　無

①消費電力量を原単位当たり削減 　　ハード面、ソフト面の身近なところから対策を講じるも

変更の必要性：　　　有　　　　　無
②軽油を原単位当たり削減

　

変更の必要性：　　　有　　　　　無
③ガソリンを原単位当たり削減

　

変更の必要性：　　　有　　　　　無
④灯油を原単位当たり削減

　

変更の必要性：　　　有　　　　　無

⑤水資源投入量を原単位当たり削減

　

変更の必要性：　　　有　　　　　無
⑥化学物質使用量の原単位当たり削減　

変更の必要性：　　　有　　　　　無
製品・サービス改善として KDM、FPとも改善が進み不良率が削減された。
　総不良率の低減に取り組む

①～⑦を軽減する 変更の必要性：　　　有　　　　　無
⑦可燃ごみを原単位当たり削減 ｺﾞﾐの分別回収が継続的に実施され目標達成。

今後も継続して行う。

　 変更の必要性：　　　有　　　　　無
⑧廃砂量を原単位当たり削減

変更の必要性：　　　有　　　　　無
・環境関連法規制等の遵守状況

　
R5.2.28　遵守状況の確認を実施 全て遵守されていることを確認。

関係する条例に変更が無い事を市に確認 変更の必要性：　　　有　　　　　無
・外部からの苦情・要望など 苦情、要望なし 　

　 　

変更の必要性：　　　有　　　　　無
・環境方針：変更なし 変更なし 　
　 　 　

　
　　　廃砂量（ｔ）/売上高（百万円）　　
　　　　　　　　　→廃砂量（ｔ）/生産高（ｔ）　 変更の必要性：　　　有　　　　　無

・環境教育について 継続して実施。
・社会貢献
　　 　
　　

　 変更の必要性：　　　有　　　　　無

環
境
方
針
環

境
目
標

道路清掃活動を毎月、継続して実施。
また、地域の社会貢献として地元の養護施設に寄附
を行った。

事
業
計
画

今期も、新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽの感染拡大で営業の外訪活
動を前期は自粛。その結果、社用車の使用も少なく
目標達成。なお、来期は役員車を除いて目標設定し
たい。

　

2023年度は、自動化やKDMラインの延長も行なうことか
ら更に効率を上げ原単位でのCO₂削減に努める事。

2022年度の売上高が大幅にｵｰﾊﾞｰしたものの、経済の
不安要素もあり、中期計画のとおりとし変更は行わな
い。

外
部
か
ら
の
環

境
に
関
す
る

苦
情
や
要
望

中子を使用するアイテムが多く、中子砂が増加。
また、ショットで鉄分の多い砂を不良対策のため除去
したことが要因で目標未達。

環
境
経
営
目
標
の
達
成
状
況
・
環
境
経
営
計
画
・
実
施
体
制
の
実
施
お
よ
び
運
用
結
果

今期から原単位を売上高から社内生産量に変更。
主要因となる電気炉の湯待ち時間減少や溶解ポット
用蓋を細目に活用したことで目標達成となった。

環
境
法
規
の

遵
守
状
況

売上に対する塗装品割合が少なかったことや効率的
な使用により目標達成。

　

　2023年度は営業活動の明確な状態と改善が図れるよ
う、役員車を除いて目標設定すること。

KDM増築工事による水使用量が夏場の工期中に大
幅に増加。目標未達となった。

　

　

　

作成　

実施日：　令和4年3月13日

今後も継続して不良対策を行い原材料の効率的使用を
行う。

評価・指示事項・変更の必要性（代表者）

売上高は史上最高を記録し67億円となった。前期の
58億円からの大幅な増加。
ただし、利益は急激な資材高騰があったものの価格
転嫁が進み達成見込。

大雪によるｼｮﾍﾞﾙﾛｰﾀﾞｰの使用時間も少なかったこと
が主要因。またトラックを4ｔ中型から準中型ﾄﾗｯｸに変
更し燃費向上。

承認

代表者による全体の取組状況の評価及び見直しの結果　　　　代表者：　早 川　勇

灯油は、残業時間の減少により風呂の湯沸かし時間
減少により、目標達成となった。

コメント・提案(環境管理責任者）

　

　

そ
の
他
・

社
会
情
勢
等

ラインの大停止が少なかったことや不良率が削減で
きたことで効率向上となり目標達成となった。

　

2022年度から売上高から社内生産量を基準とした原単位に設定。コロナ感染での影響も徐々に収まってきたことや原材料値上げによる価格転嫁も進んだことか
ら、史上最高の売上高となった。その一方で、設備稼働状況の見える化・IOTの導入で事前保守が進み、ラインの大停止や不良率の削減となった。そのため、全
ての面で効率化が進み、二酸化炭素の排出をはじめ、多くの環境項目を達成することができた。
2023年度にはKDMライン延長や自動注湯機の導入。また人員不足対策としてバリンダー等自動化も進める予定であり、更なる効率化でカーボンニュートラルに向
けた取組を加速し、実施していきたい。

総
評

実施体制 現状問題なく全て現状維持としたい。          変更の必要性：　　　有　　　　　無
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